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「私
家
版
鹿
沼
市
検
定 

番
外
編 

い
ち
ご
パ
ー
ト
①
」 

模
範
解
答 

 

検
定
実
施
日 

令
和
三
年 

 

月 
 

日 
 

一 

次
の
文
章
か
ら
、
「い
ち
ご
」と
連
続
し
て
読
め
る
部
分
を
探
し
、
四
角
で
囲
ん
で
答
え
な
さ
い
。
た
だ
し
、 

誤
答
は
、
マ
イ
ナ
ス
１
点
と
し
て
数
え
る
。 

栃
木
Ｓ
Ｄ
の
、
ぴ
か
い
ち
ゴ
ー
ル
キ
ー
パ
ー
と
言
え
ば
矢
口
五
郎
氏
で
、
家
族
は
沖
縄
料
理
が
大
好
き
で
、
少
な
く
と
も
、
月
一
「
ゴ
ー
ヤ

チ
ャ
ン
プ
ル
」
を
食
べ
る
。
今
市
豪
邸
に
、
父
御
と
、
天
下
一
強
情
な
、
く
ノ
一
御
前
様
と
暮
ら
し
て
い
る
。
愛
知
豪
族
の
最
有
力
と
言
え
ば
、

仮
面
ラ
イ
ダ
ー
一
号
で
、
実
は
本
郷
猛
で
あ
る
。
基
地
、
本
拠
地
の
所
在
地
豪
徳
寺
の
溶
岩
台
地
下
の
自
宅
で
暮
ら
す
。
巨
大
「
チ
ゴ
イ
ネ
ル

ワ
イ
ゼ
ン
記
念
碑
」
が
、
入
口
目
印
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
碑
の
ボ
タ
ン
を
押
す
と
、
本
郷
猛
と
坂
木
龍
一
合
同
作
曲
の
「
し
ろ
い
ち
ご
」
の

メ
ロ
デ
ィ
ー
が
流
れ
る
。 

と
こ
ろ
で
、
本
郷
が
会
長
を
務
め
る
、
今
市
合
同
会
社
は
七
社
あ
り
、
市
街
地
ゴ
ル
フ
場
を
、
合
同
で
運
営
す
る
。 

渡
良
瀬
遊
水
地
合
流
河
川
は
、
利
根
川
と
渡
良
瀬
川
で
あ
る
。
水
芭
蕉
の
巨
大
自
生
地
極
楽
寺
で
、
ほ
お
ず
き
市
五
十
六
回
目
が
、
今
年
も

開
催
さ
れ
た
。
ち
な
み
に
こ
こ
は
松
尾
芭
蕉
の
聖
地
。
御
利
益
新
た
か
な
土
地
で
あ
る
。 

ゴ
ジ
ラ
と
ゴ
キ
ブ
リ
は
、
世
界
一
互
角
の
戦
い
を
カ
ル
ス
ト
台
地
五
カ
所
で
繰
り
広
げ
、
衛
星
第
一
テ
レ
ビ
で
逐
一
、
実
況
放
送
さ
れ
た
。 

耳
無
し
芳
一
ゴ
ー
ス
ト
は
、
な
ぜ
か
果
物
の
ラ
イ
チ
強
欲
に
欲
し
、
い
ち
ご
ミ
ル
ク
が
好
物
で
あ
る
。
ま
た
、
天
下
一
ゴ
ボ
ウ
の
胡
麻
和
え

が
上
手
い
。
万
が
一
、
ゴ
キ
ブ
リ
が
出
た
と
し
て
も
、
朝
顔
市
販
売
の
「
ビ
タ
ミ
ン
Ｈ
ゴ
マ
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
」
の
期
待
値
誤
算
は
無
い
。
Ｇ
Ｉ

値
合
計
が
、
低
い
食
事
の
一
つ
に
、
「
き
の
こ
蕎
麦
」
が
あ
る
が
、
こ
れ
も
芳
一
の
得
意
料
理
で
あ
る
。 

世
界
一
、
合
憲
の
我
が
国
で
、
「
国
民
の
生
活
が
第
一
」
と
い
う
法
律
が
、
万
が
一
、
合
意
に
至
ら
な
け
れ
ば
、
人
類
の
英
知
後
の
世
界
と

な
る
だ
ろ
う
。 

鹿
沼
の
小
一
、
五
人
が
、
逐
一
、
ご
み
捨
て
場
を
清
掃
し
続
け
た
。
そ
し
て
、
叡
知
ゴ
ー
ル
ド
賞
を
授
与
さ
れ
た
。 

平
安
時
代
、
貴
族
の
子
供
を
小
さ
い
う
ち
か
ら
、
寺
に
預
け
て
作
法
見
習
い
を
さ
せ
た
。
こ
れ
を
「
お
稚
児
さ
ん
」
と
呼
ぶ
が
、
可
愛
い
稚

児
は
、
女
人
禁
制
の
寺
内
で
は
、
大
い
に
可
愛
が
ら
れ
た
。 
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